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立つ事はさせますから，総て御遠慮なく仰っしゃつて下さい．シンガボア
から，メダン，ペルラ農園あたりに居る魅員たちには其の旨を豫め傳へて，
それぞれ準備をさせて置きませう』云々ミ言ふ事までも話され，自分等は
大に氏の厚意に感銘しナこ．
：京都大學のスマトラ日蝕蓮征計書　（山本一清） ，20．9．
　　　　　　　　　　　　　　　　1．
　野村肚長の附き厚意に勇んで，自分等は新城教授ε相談の結果，いよい
よ具艦的に遠征計叢を立てた一先づ遠征除の入替であるが，之れは最初
大學の臨時暗算に計堅した八名ミいふ入員がミても駄目なのを見て，今
回はせいぜい五聖εしtこ．そして之れには，大井天文皇に於いて天艦爲手
術や機械學に秀でみる中村要君ε，分光術ε學ミを得意εする上島理學士
ε，三生稻葉君E，妻英子ξ，自分εが當るこごSしtこ．
　自分は今度が第3回目の日蝕観測族行である．初回は大正七年（1918年）の
六月8日，伊豆諸島中の島島へ，k田穰氏や，東京天文毫の帆足河合爾氏等
ε共に出かけナこ．第2回は米國遊測桿，1928年（大正十二年）九月10日にカリ
フォリア州沖のカタリナ島で，ヤーキース天文皇からの一隊に加はつナこも
のであった．一一しかしながら，今までは二回共に自分の蓮が悪く，雲の
ナこめに妨げられて，槻測は不成功に終った．幽門リナ島の日蝕観測には英
子も同行して，暑い夏の幾日かのバラック生活を共にし，日蝕當日はシャ
ドウバンドを撮影する豫定であった．
　　　　　　　　　　　　　　　」一
　吾等の日蝕観測隊がスマトラへ持って行く器械は大凡そ下の如きもので
ある．
（1）大型コロナ爲翼　之れは昨年末から中村要が熟心に製作中であった口穫
　10センチ，焦貼距離600センチの爲眞vンズによって，四つ切りの大型霧
　眞乾板に太陽コロナを撮影するのであって，早れには本年二月末に英國
　グラブ會肚から到着した「十二吋」直径のシーロスタトを併用する筈であ
　る．多分解れは中村氏の澹當である．
（2）閃光スペクトル爲眞の撮影搾れは上島理學士が昨年來考案してみた器械
　であって，分光太陽爲眞機の60。プリズムε，18センチ屈折望遠鏡附属
　の爲眞レンズを利用した大型の分光爲弾機である，光は上記の「十二吋」
　シ一丁スタFから貰ふ筈．之れは勿論上島氏が罐令する．
（3）コロナのスペケトル訓声撮影写れも同様な部分品から上島氏が組み立て
　ナこものであるが，光りは以前から大學に使用してみる小型シーロスタト
230 京都大學のスマトラ日蝕蓮征計書　（由本一清）
　を併用して得るこεSする．謄當は多分稻葉群．
（4）アインシタイン原理研究Eの寡聞撮影　守れは急な思ひ付きであっナこか，
二二の25センチ（ブラシーア製）反射鏡によって，太腸附近の恒星爲眞を撮
るのであって，之れは自分が憺當すみ豫定．
（5）コロナの廣角寡持　昂れはノ、イデ會肚製の10センチ赤道儀に小型の人像
玉カメラを二つ三つくつ付けて，長い時間にわ7こり，コロナの撮影をする
のであって，目的はコUナの光度測定のため，之れは英子の旛當ミする．
（6）観測地の纒緯度測定　馴れにはザルトリウス製の20センチ経緯儀ミクロ
　ノグラフミを併用して，夜間，上島氏ε自分ミが主ミして観測測定する
　筈．
（7）瀧醐の維持大匠から精密ク・ノメター二僚，無線受信機二墓を
　持って行き，中央局よりの時刻放迭を聞きつ・，毎日精密時刻を維持し
　特に皆既日蝕の時には毎秒を大面に呼んで，各観測者のプログラムを進
　行せしめる．無線受信は点葉君ご自分ミの役目．皆既日蝕の時の時刻係
　は英子又は其の他の臨時助手．
需ほ，上記のプUグラムの外に，折角珍らしい温々の澤山見える南の國へ
行くのであるから，油壷の許す限り，大小の多くのカメラで，夜の星の爲
眞撮影や研究をする筈である。
　　　　　　　　　　　　　　　1〈．
国定の斜行日程εしては，
§：月24日午後2時，大阪商船のカrVカ二心ひの「タづe丸」で拝外から出1呪・
伺　25日午前
同　26日午前
同　51日
四月1日
同　9日
同　IQH
同　11日
直ちに上陸・
　F『」司港に寄る・
　門司出帆・
　香港に寄港
　香港出帆・
　シンガポア港に寄る，
　ヲンガポフ出帆．
　スマトラ島ベラフンデリ港到着・
同ee［：諸器械存陸上げ，それから汽車又に自動車で齪測地カラ
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一一”　　　ンイヌー農園に向ふ，
　　　農園に1工五月12日頃まで滞在・器械の据え付け，調節，夜間の諸窪見測，書間
　　　ii諸言ナ算tt・1こ費されろ筈．
　　　日蝕後ば成るべく早く器械類な荷作りしで，申村上島筆蹟三氏国里朝の途に
　　　就く・麟詩藻定団六月上旬．
　　　自分［t英子亡共に，日本の學術研究會議天運學部の代員ピして，ッヤバ島に
　　　開かれる第4回汎太洋洋頑強會議に列席のナこめ，バタビヤ市に急行．之れば
　　　六月5日前終る・其の後，成るべく早く昂朝・一露朝ば六月下旬の国定・
　此の豫定の如き観測計i‘．が，立て好都合に行はれるがナこめには人の努力
ε天理の白蓮Eに恵まれなければならぬ．特に上記の如き野村奥村爾氏の
大なる厚意に報ゐんためには，吾々は實に捗死の単蹄をしなければならな
い．
日蝕隊の消息
　：米國スワースモア大學教授ミラーJ．A．　Miller，　R．　W．マリオットMario亡
及びアレゲニー天文台長力e一一一テス　H．D．　Curtis諸氏の組織する日食観測
稼は，早くも去る一月15日＝ウヨーク港からスマトラ行きの器機を積み出
し，ミラー氏は之れE同行したが，マリオト氏等は稻々おくれて，去る三
月2日紳戸通過のプレシデントガーフaルド號で出帆した．
　因みに，此の一行は65沢焦鮎のカメラ一個，15吠のもの二個，11沢のも
の一個，72吠のも0）一個，30沢のもの一個，分光器や干渉計段畑，アィン
シタ1ン原理謹明のため15吠焦鮎の戸畑ラ一個，其他，赤外スペクトル観
測用のローランド格子，活動爲眞撮影製薬を携へる由叉，観測地幅ξし
てはスvトラ島タワー湖畔タケンゴンTakengorlを撰んだ由．
　叉，米國ノ・一ブード大信のステツソンH．Stetson教授は，フィリピン
に赴くためプレシデント・ヰルソン號で三月末にサンフランシスコを出護．
四月十日頃我が紳戸に立ち寄る．
